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最終回

　

平
成
16
年
11
月
、
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

（
鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
第
６

代
会
長
と
し
て
就
任
さ
れ
た
大
久
保
安

夫
氏
。
以
来
６
年
に
わ
た
り
陣
頭
指
揮

を
執
り
、
獅
子
奮
迅
の
ご
活
躍
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
病
気
治
療
の
た
め
平
成
22

年
に
退
任
、
第
７
代
会
長
・
奴
田
不
二

夫
氏
へ
バ
ト
ン
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
代
目
・
故
高
橋
清
良
会
長
か
ら

バ
ト
ン
を
受
け
取
ら
れ
た
当
時
の
こ

と
、
会
長
職
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
振

り
返
り
つ
つ
、
名
誉
会
長
と
い
う
今
の

お
立
場
か
ら
、「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
」

へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。（
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

みらいふる鎌倉名誉会長 大久保　安夫 氏

★みらいふる鎌倉の活動が、中学生の公民の
教科書に掲載されています！（詳細は５面へ）

　

４
月
26
日
、
平
成
24
年
鎌
倉
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
総
会
が
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
前
に
「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
」
の
歌

を
参
加
者
全
員
で
斉
唱
し
、
沖
田
副
会
長
に

よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で
総
会
が
開
幕
、
続
い

て
奴
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

「
今
年
の
4
月
か
ら
『
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
』
が
従
来
の
財
団
法
人
か
ら
公
益

法
人
と
し
て
再
出
発
す
る
中
、『
み
ら
い
ふ

る
鎌
倉
』
も
今
後
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て

も
事
業
を
オ
ー
プ
ン
化
す
る
こ
と
で
公
共

性
・
公
益
性
を
め
ざ
し
、会
員
の
加
入
促

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」と
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
春
の
中
学
校
公
民
の
教
科
書
に
み

ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
活
動
（
友
愛
・
見
守

り
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
や
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
老
連
と
の
交
流
活
動
な

ど
）が
紹
介
さ
れ
、み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
が

地
域
活
力
の
一
翼
を
担
う
組
織
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
今
年

製
作
し
た
会
員
手
帳
に
つ
い
て
も
言

及
、
手
帳
提
示
に
よ
る
割
引
な
ど
今
後

の
展
開
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
東
日

本
大
震
災
被
災
地
老
連
と
の
交
流
活
動
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
構
え
で
あ
る
と

述
べ
、一
層
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、玉
縄
地
区
・
新
風
台
悠
々
会
の

石
川
延
弥
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
案
第

１
号
の
平
成
23
年
度
事
業
報
告
、収
支
決
算
、

活
動
基
金
報
告
、財
産
目
録
、監
事
報
告
に
つ

い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
議
案
第
２

号
の
平
成
24
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
質
疑
応
答
の

後
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
が
滞
り
な
く
審
議
さ
れ
た
後
議
長
が

退
任
、
山
下
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
こ
と
ば

で
総
会
は
幕
を
閉
じ
、新
年
度
に
寄
せ
る
期

待
が
大
き
く
膨
ら
む
中
、
総
会
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

第
二
部
ま
で
の
幕
間
に
は
、
鎌
倉
警
察
署

よ
り
、
演
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
た
『
振

り
込
め
詐
欺
防
止
の
歌
』
の
紹
介
と
と
も
に

啓
蒙
の
た
め
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
講
演
会
は
、教
養
部
長
・
門
田
京
蔵

氏
を
講
師
に「
松
竹
大
船
の
残
し
た
も
の
」を

演
題
に
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。昭

和
11
年
か
ら
平
成
８
年
ま
で
の
65
年
間
に
松

竹
大
船
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
は
、城
戸
イ
ズ

ム
、い
わ
ゆ
る
大
船
調
の
伝
統
の
も
と
、家
族

を「
核
」に
し
た
作
品
の
系
譜
は
、小
津
安
二

郎
・
木
下
惠
介
・
山
田
洋
次
監
督
へ
と
引
き
継

が
れ
現
在
も
そ
の
こ
こ
ろ
は
生
き
て
い
る
。

大
船
で
活
躍
し
た
田
中
絹
代
・
原
節
子
・
高
峰

秀
子
等
の
出
演
作
は
監
督
と
の
よ
き
絆
と
理

解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
の
で
あ
る

と
結
ば
れ
、映
画
と
と
も
に
歩
ん
だ
青
春
時

代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

平成 24年総会を開催
公共性・公益性をとらえた
オープン事業の推進を目指す
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︱
九
年
間
、
会
長
職
を
務
め
て

こ
ら
れ
た
故
高
橋
清
良
会
長
の

後
を
引
き
継
い
で
の
ご
就
任

は
、
非
常
に
覚
悟
が
い
る
と
い

う
か
、
大
変
な
重
責
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
変
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
総
務
部
担
当
副
会

長
と
し
て
２
年
間
、
高
橋
会
長

の
ご
活
躍
を
側
で
見
て
い
ま
し

た
か
ら
、
私
に
会
長
職
が
務
ま

る
の
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。

市
老
連
役
員
の
皆
さ
ん
や
事
務

局
の
秋
山
局
長
に
支
え
て
い
た

だ
い
て
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か

頑
張
れ
た
と
思
い
ま
す
。

︱
最
初
に
取
組
ま
れ
た
の
が
健

康
づ
く
り
で
し
た
。

　

高
齢
者
は
、
何
は
な
く
と
も

先
ず
は
「
健
康
」
で
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
を
活
発
に
行
う
に

も
健
康
で
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
翌
年（
平
成
17
年
）

の
６
月
、
市
高
齢
者
福
祉
課
・

ス
ポ
ー
ツ
課
と
の
共
催
で
地
域

出
前
講
座
「
い
き
い
き
健
康
体

操
講
座
」
を
オ
ー
プ
ン
事
業
と

し
て
開
始
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ン
事
業
と
し
て
会
員
に
限
ら
ず

市
内
の
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
る
形
に
し

た
の
は
、
新
規
会
員
獲
得
の
た

め
で
す
。
こ
の
当
時
か
ら
会
員

の
減
少
問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
ま
し
た
か
ら
。

︱
同
年
十
一
月
に
は
活
性
化
委

員
会
を
発
足
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

会
員
の
減
少
問
題
に
加
え
、

団
塊
世
代
の
取
込
み
に
つ
い
て

早
急
に
対
応
す
る
た
め
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
加
入
促
進
は
、
市

老
連
と
各
地
区
、
各
単
位
ク
ラ

ブ
が
連
携
し
て
行
わ
ね
ば
効
果

が
挙
が
り
ま
せ
ん
か
ら
。

︱
大
久
保
会
長
考
案
の
「
変
わ

ら
な
く
ち
ゃ
、
老
人
ク
ラ
ブ
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
生
ま

れ
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

　
「
や
ま
も
も
」
で
も
再
三
、

加
入
促
進
に
熱
心
に
取
組
む
ク

ラ
ブ
を
取
り
上
げ
た
り
、「
や

ま
も
も
」
の
内
容
充
実
が
加
入

促
進
に
繋
が
る
と
し
て
、
ハ
ガ

キ
に
よ
る
ご
意
見
も
募
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
我
々
老
人
ク
ラ
ブ

が
変
わ
る
こ
と
が
先
決
だ
と
考

え
ま
し
た
。

︱
平
成
19
年
６
月
１
日
か
ら
Ｊ

Ｃ
Ｎ
鎌
倉
と
の
共
同
制
作
で
開

始
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組
「
鎌

倉
元
気
の
ス
ス
メ
！
」を
放
映
、

そ
し
て
全
国
公
募
し
た
新
愛
称

「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
」
の
決
定
、

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
Ｐ

Ｒ
ソ
ン
グ
の
誕
生
と
、「
変
わ

ら
な
く
ち
ゃ
、
老
人
ク
ラ
ブ
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ふ
さ

わ
し
い
目
覚
ま
し
い
活
躍
で
し

た
。

　

自
分
で
言
う
の
も
何
で
す

が
、
こ
の
頃
は
一
番
忙
し
か
っ

た
で
す
ね
。
し
か
し
充
実
感
も

あ
り
ま
し
た
。
い
き
い
き
と
活

動
し
、
明
る
い
未
来
の
光
が
降

り
注
ぐ
老
人
ク
ラ
ブ
の
意
味
が

込
め
ら
れ
た
、「
み
ら
い
ふ
る

鎌
倉
」
の
名
称
に
恥
じ
ぬ
活
動

を
す
す
め
た
い
と
い
う
意
欲
で

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

︱
こ
う
し
た
一
連
の
取
組
み
が

評
価
さ
れ
て
、
翌
年
（
平
成
20

年
）
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

で
神
奈
川
県
下
31
団
体
か
ら
唯

一
、「
活
動
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
翌
年（
平

成
21
年
）
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
会
長
は
「
育
成
功
労
表

彰
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
活
動
を
実
施
し
て

い
る
と
い
う
評
価
で
い
た
だ
い

た
「
活
動
賞
」
は
、
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。
進
め
て
き

た
こ
と
に
間
違
い
は
な
か
っ
た

と
実
感
で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と

役
員
の
皆
さ
ん
や
会
員
の
皆
さ

ん
、
秋
山
事
務
局
長
に
無
理
ば

か
り
お
願
い
し
て
ま
し
た
か
ら

正
直
ホ
ッ
と
し
た
の
も
あ
り
ま

し
た
。「
育
成
功
労
賞
」
は
、

心
が
ほ
か
ほ
か
し
た
と
い
う

か
、
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ

い
て
受
章
で
き
た
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

︱
大
久
保
会
長
は
、
交
流
事
業

に
も
熱
心
で
し
た
。

　

水
も
一
所
に
留
ま
る
と
濁
り

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
も
同
じ
で

す
。
他
市
老
連
と
の
交
流
で
常

に
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
ま
で
交
流
し
た
横

浜
市
栄
区
シ
ニ
ア
連
合
を
は
じ

め
、
栃
木
県
足
利
市
、
小
田
原

市
老
連
、
沖
縄
県
老
連
と
の
交

流
活
動
は
、
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

に
と
っ
て
大
き
な
活
力
と
な
り

ま
し
た
。

︱
大
久
保
会
長
の
意
思
を
受
け

継
い
で
新
し
い
取
組
み
に
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
る
「
み
ら
い
ふ

る
鎌
倉
」
へ
、
最
後
に
ひ
と
言

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
の
「
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
」

は
毎
年
毎
年
進
化
し
て
い
ま

す
。
さ
す
が
は
奴
田
会
長
、
歴

代
の
会
長
に
は
な
か
っ
た
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
で
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
特
に
、
今
年

制
作
さ
れ
た
会
員
手
帳
は
素
晴

ら
し
い
取
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。
手
帳
を
通
じ
て
会
員
相
互

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る

し
、
手
帳
を
掲
示
し
て
得
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
も
今
後
展
開
し
て

い
か
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
大
い
に
楽
し
み
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん

が『
明
る
く
、楽
し
く
、元
気
に

な
れ
る
』み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
を
あ
っ
と
言

わ
せ
る
活
動
で
、
新
し
い
老
人

ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
を
内
外
に
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

神奈川県住宅供給公社の介護付有料老人ホーム神奈川県住宅供給公社の介護付有料老人ホーム
ヴィンテージ・ヴィラ横須賀 入居時自立

～ 将来の安心を手に入れ、愉しく優雅に住まう ～
一般型特定施設入居者生活介護

■ お問合せ ・ 見学お申し込み…
神奈川県住宅供給公社　高齢者住宅課

（平日9時～17時）

◎ 主な入居資格 ： 満65歳以上、身の回りのことが出来る健康状態の方
◎ 入居時費用 ： 2,760万円～　◎ 総戸数 ： 156戸
※入居時の費用は、面積や入居時の年齢によって異なります

見学随時受付中！
神奈 県住 供給公社 高齢者住 課

0120ー428ー660

京急急行線
至三崎口

横須賀駅裏

JR横須賀線「横須賀駅」
京急急行線「逸見駅」
より徒歩 ５ 分

所在地 ： 横須賀市西逸見町1－38所在地 ： 横須賀市西逸見町1－38

　平成 16 年 11 月から第 6代鎌
倉市老連会長に就任。在任中は就
任直後から、特に会員増強運動に
精力的に取り組まれ、サロン事業
や鎌倉ケーブルテレビ「鎌倉元気
のススメ」の放映なども開始しま
した。また、新愛称「みらいふる
鎌倉」とシンボルマークの決定な
ど、新しい時代の老人クラブとし
て「みらいふる鎌倉」の名を全国
に発信。
　平成 21 年、第 38 回全国老人
クラブ大会で育成功表彰を受章。
　平成 22 年市老連会長を退任。
現在は名誉会長に就任し、みらい
ふる鎌倉の活動を見守っている。

大久保安夫氏の略歴
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月 日 市老連事業・会議 担当部会 県老連関連、横・三ブロック、栄区事業

4

6 ㈮
10 ㈫
26 ㈭
26 ㈭

23 年度会計監査
役員会
市老連総会
友愛活動開始（通年）

 ・施設型（6 カ所）・在宅型（6 カ所）

総 務 部

女 性 部

5

16 ㈬
20 ㈰

21 ㈪〜 22 ㈫
24 ㈭

役員会
機関紙「やまもも」第 68 号発行
市老連春期旅行
グラウンドゴルフ大会（予備日：25 ㈮）

教 養 部
厚 生 部
ス ポ ー ツ 部

横・三ブロック　連絡協議会／ 15 ㈫

6
2 ㈯〜
13 ㈬

19 ㈫〜 20 ㈬

ダンス講習会（〜 7/15 ㈮）5 回　社協
役員会・定例会
千葉ロマンの森（栄区共催事業） ス ポ ー ツ 部

関東ブロック大会（茨城県）／ 19 ㈫〜 20 ㈬
横・三ブロック　単位クラブリーダー研修会

／ 27 ㈬

7
2 ㈪

10 ㈫〜 13 ㈮
29 ㈰

役員会・定例会
第 48 回老人大学寿講座（きらら鎌倉）
ダンスパーティー

教 養 部

8 15 ㈬ 会長研修会 カラオケ大会（きらら鎌倉）／ 24 ㈮

9
2 ㈰

12 ㈬
24 ㈪〜 26 ㈬

福祉バザー
役員会・定例会
市老連秋期旅行

女 性 部

厚 生 部

横・三ブロック　友愛チーム研修会／ 13 ㈭

10

9 ㈫
10 ㈬
28 ㈰

31 ㈬〜

銭湯寄席
役員会・定例会
健康マージャン大会
高齢者の趣味の作品展（〜 11/6 ㈫） 厚 生 部

全国老連 50 周年大会（東京都）／ 4 ㈭
栄区福祉大会／ 5 ㈮
横・三ブロック　グラウンドゴルフ大会
（笛田公園広場）／ 18 ㈭（予備日：19 ㈮）

11

8 ㈭
9 ㈮

10 ㈯
25 ㈰

役員会
功労者のつどい・芸能祭
歩く会（予備日：24 ㈯）
機関紙「やまもも」第 69 号発行

総務・厚生部
ス ポ ー ツ 部
教 養 部

グラウンド・ゴルフ大会
／ 1 ㈭（予備日：2 ㈮ 15 ㈭）

栄区とのグラウンドゴルフ大会
（栄グラウンド）

12
12 ㈬
16 ㈰
20 ㈭

役員会・定例会
ダンスパーティー（きらら深沢）
年末慰問

厚 生 部
女 性 部

1 10 ㈭ 新年賀詞交歓会（鎌倉プリンス） 総 務 部

2 13 ㈬
（月間）

役員会
加入促進運動 総 務 部

3 6 ㈬
13 ㈬

実績報告・予算書の配布
役員会・定例会

市
老
連
活
動
の
報
告
と
情
報
の
コ
ー
ナ
ー

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
動
き

平成24年度　みらいふる鎌倉（鎌倉市老人クラブ連合会）事業計画

公益社団法人 鎌倉市シルバー人材センター

こんな仕事をお引き受けします。きっとお役に立ちます。
★ 仕事内容 ★

◆ 家事の手伝い（室内の清掃 ・ 買い物 ・ 庭の水撒き）  ◆ 除草作業
◆ 植木の手入れ　 ◆ 屋外清掃作業　 ◆ 墓地の清掃（市内）など

「仕事を頼みたい」とお考えの方は下記へ連絡をお願いします

鎌倉市笛田1ー10ー1

シルバーパワーで、お仕事大募集 ！

お問い合わせ

（0467）38ー1881

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

⒈サービスの有効期限：1 年間（年度末に自動更新）
⒉優待サービス内容：ご利用金額の総額 20％割引
　⑴室料、飲食全て 20％割引になります。
　⑵例大船駅前店を平日（土・日以外）昼のフリータイム（10 時〜 19 時）でドリンク
　　バーをご利用いただいた場合。通常料金 1,000 円⇒ 800 円となります。
　　※ なお、60 歳以上のお客様は、通常 800 円⇒ 640 円となります。
　　※ また、店舗により料金が異なります。詳細は各店舗へお問い合わせください。
⒊ご利用方法：別途、あらためてご案内差し上げます。
⒋ご利用対象店舗：大船駅前店

会員手帳をご提示の方は、

総額20％割引
でご利用いただけます！
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鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
栄
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
お
隣
同
士
の
お
付
き
合
い
が

始
ま
っ
た
の
は
、
平
成
19
年
10

月
18
日
鎌
倉
の
笛
田
公
園
で
開

催
さ
れ
た
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
22
日
に
は
、
鎌

倉
芸
術
館
で
開
催
さ
れ
た
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
の
お
誘
い

を
受
け
、
何
百
人
の
会
員
の
皆

さ
ま
の
華
麗
な
る
ダ
ン
ス
に
度

肝
を
抜
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
双
方

の
交
流
の
輪
は
一
段
と
広
が

り
、
鎌
倉
の
指
導
者
研
修
会
・

鎌
倉
市
老
人
大
学
講
座
に
栄
区

か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
文
化
芸
能
面
で
は
、

10
月
栄
区
の
福
祉
大
会
、
11
月

鎌
倉
の
芸
能
祭
に
そ
れ
ぞ
れ
相

互
乗
り
入
れ
が
実
現
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
年
２
回
親

善
大
会
と
し
て
行
い
、
交
流
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
特
色
は
、
11
月

26
・
27
日
の
1
泊
2
日
の
懇
親

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
紅
葉
狩

り
の
旅
行
で
す
。そ
の
夜
の「
ホ

テ
ル
三
日
月
」
で
、
6
時
に
始

ま
っ
た
宴
会
は
、
９
時
ま
で
延

長
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

鎌
倉
側
も
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
家
が

多
く
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
22

年
8
月
27
日
「
第
1
回
栄
区
シ

ニ
ア
連
・
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
合

同
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
が
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
持
ち
回

り
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
特
筆
す
べ
き
事
業

は
、「
東
日
本
大
震
災
仙
台
地

区
復
興
支
援
共
同
旅
行
」
の
開

催
で
す
。栄
区
シ
ニ
ア
連
で
は
、

例
年
６
月
に
開
催
し
て
い
た
ふ

れ
あ
い
旅
行
を
9
月
に
変
更
し

て
「
被
災
地
祈
念
」
仙
台
市
内

視
察
と
秋
保
温
泉
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の

話
を
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
奴
田

会
長
に
お
話
し
た
と
こ
ろ
、即
、

趣
旨
賛
同
し
て
く
だ
さ
り
、
そ

の
結
果
栄
区
２
０
０
人
・
鎌
倉

市
60
人
の
総
勢
２
６
０
人
が
9

月
13
日
仙
台
市
秋
保
温
泉
岩
沼

屋
に
宿
泊
し
、
佐
藤
仙
台
市
老

連
副
会
長
・
若
林
区
老
連
会
長
、

田
邊
宮
城
野
区
老
連
会
長
か
ら

巨
大
地
震
・
大
津
波
の
恐
ろ
し

さ
・
被
害
状
況
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
意
義
が
あ
る
こ
と

は
、
栄
区
シ
ニ
ア
連
・

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
代

表
２
６
０
人
の
面
々
が

大
災
害
を
受
け
た
被
災

地
激
励
の
旅
を
挙
行
し

た
こ
と
で
す
。
こ
の
旅

行
で
、
全
老
連
加
盟
の

仲
間
同
士
が
「
仲
間
を
支
え
合

い
・
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
、

文
字
通
り
の
友
愛
活
動
」
の
実

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
す
。

日 内　容

7
月
10
日
㈫

時間／ 9：40 〜 11：40
演題／老いを忘れて老いを忘れず

—横井也有「うづら衣」のこころ—
講師／岡田　芳郎（エッセイスト）

7
月
11
日
㈬

時間／ 9：30 〜 11：30
演題／ 3・11大震災から１年

〜巨大津波地震と原発事故が残した教訓〜
講師：吉村　秀実（ジャーナリスト・元ＮＨＫ解説主幹）

7
月
12
日
㈭

時間／ 9：30 〜 11：30
演題／東洋医学による認知症の予防と改善
講師：兵頭　　明（学校法人後藤学園　中医学研究所所長）

7
月
13
日
㈮

時間／ 9：30 〜 11：30
演題／「かまくら今昔抄」よりベストテン・アラカルト
講師／清田　昌弘（郷土史研究家）

平成 24 年度

第 48 回 老人大学寿講座

― 教養センター夏期講座共催 ―

栄
区
交
流
事
業

更
な
る
ふ
れ
あ
い
交
流
の
進
展
を
！

栄
区
シ
ニ
ア
連
合
会
前
会
長
　
高
山
　
晋
一

開催日：7月 10 日㈫〜 13 日㈮の 4日間
場　所：きらら鎌倉（鎌倉生涯学習センター）
主　催：みらいふる鎌倉（鎌倉市老人クラブ連合会）
　　　　鎌倉市社会福祉協議会

アンケートにご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。
　平成 26年 9月に創立 50周年を迎えるにあたり、みらいふる
鎌倉の将来に向けて会の活性化、会員加入の促進を図るにはど
うすべきか会員各位の現状をふまえて皆さまのお声を聞くため、
「みらいふる鎌倉会員アンケート」として会員の中から約 800
名の方々にお配りし、お答えいただきました。この結果をふまえ、
今後より充実した活動へ繋げていきたいと思います。
　また、アンケートの結果は集約し、次号（69号）に掲載させ
ていただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　（勢年部）
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昨
年
の
10
月
11
日
～
12
日
、

鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様

よ
り
私
た
ち
浪
江
町
の
老
人
ク

ラ
ブ
30
名
が
お
招
き
を
い
た
だ

き
、
思
い
出
深
い
鎌
倉
旅
行
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
か
ら

早
い
も
の
で
半
年
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
間
、
私
ど
も
は
、
県

内
・
県
外
に
避
難
し
て
い
る
町

民
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
11
月
5
日
～
6
日
に

は
二
本
松
市
に
お
き
ま
し
て
、

1
3
0
有
余
年
続
い
て
お
り
ま

す
、
浪
江
町
の
秋
祭
り
「
十
日

市
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
町
民
の
方
々
が

集
い
、
あ
ち
こ
ち
で
涙
を
流
し

な
が
ら
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
に
は
、
や

は
り
二
本
松
市
に
お
い
て
昨
年

の
大
津
波
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
「
追
悼
式
」
と
、
こ
の

一
年
を
振
り
返
り
明
日
に
向

か
っ
て
次
に
進
む
一
歩
と
す
る

た
め
の
「
な
み
え
3
・
11
復
興

の
つ
ど
い
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し

た
が
高
齢
者
の
方
々
の
中
に

は
、
畑
を
お
借
り
し
て
共
同
で

野
菜
な
ど
を
作
っ
た
り
し
て
積

極
的
に
動
い
て
い
る
人
も
出
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

で
自
治
会
組
織
を
立
ち
上
げ
、

地
域
の
人
を
ま
と
め
な
が
ら
新

し
い
町
づ
く
り
の
提
言
を
し
て

い
る
人
も
お
り
ま
す
。
町
も
よ

う
や
く
現
在
の
「
仮
設
住
宅
」

や
「
借
上
げ
住
宅
」
で
の
生
活

か
ら
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

持
っ
た
「
復
興
住
宅
街
」
の
構

想
を
打
ち
出
し
、
新
年
度
か
ら

復
興
計
画
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
地
の
交
流
会
な
ど

で
も
高
齢
者
の
方
の
出
席
が
少

な
く
、
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
て
い
る
事
実
が
あ
り
、
全

国
各
地
で
地
域
の
人
た
ち
と
の

交
流
も
ま
ま
な
ら
ず
不
安
を
抱

え
て
生
活
し
て
い
る
お
年
寄
り

も
大
勢
お
り
ま
す
。
こ
の
方
々

に
対
す
る
ケ
ア
が
大
き
な
課
題

で
す
。
鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
さ
ま
の
よ
う
に
目

的
を
し
っ
か
り
持
っ
て
活
動
し

て
も
ら
う
こ
と
が
夢
で
す
。
そ

の
意
味
で
も
あ
の
時
期
に
私
た

ち
を
お
呼
び
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
ど
ん
な
に
力
に
な
っ
た
か

知
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

避
難
は
長
期
化
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
た
だ
き

ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
を
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

安 国 論 寺◆表紙の写真

　日蓮宗、建長 5年創建、三方を山に囲まれた鎌倉の
東南、松葉ヶ谷に位置する。
　この寺は、日蓮上人が初めて庵を結び、約 20年をこ
こで過ごし、その聖跡が寺となったもので、境内には、
立正安国論起草の御法窟、熊王尊殿等日蓮上人ゆかりの
霊場が多くある。
　山門に掲げられた「立正安国論」の一節、「汝、早く
信仰の寸志を改めて…」は未曾有の災害に見舞われたわ
れわれに警告を発しているようである。
　境内には、山の尾根を一周する感じで道が付けられて
あり、日蓮上人が日々、富士山に向かって法華経を唱え
たという富士見台、鎌倉の街と海が一望できる富士見台
の背後には、立正安国と世界平和を祈念して鳴らされる
梵鐘が据えられており、さらに進むと日蓮上人が法難を
逃れたという南面窟があり、境内巡りは興味が尽きない。
　日蓮上人の杖が根付いたといわれる妙法桜、サザンカ、
海棠が市天然記念物
の名木であり、その
他にも四季を通じて
花々を楽しめる寺
で、12ページの「鎌
倉散歩」をあわせて
訪れよう。　　（A）

浪
江
町　

ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
な
み
え

理
事
長　
　

原
田　

雄
一

交
流
会
の
お
礼
と
浪
江
町
の
現
状

南面窟

浪江町通信

高
齢
化
率
が
比
較
的
高
い
地
域

（
鎌
倉
市
）

　

か
つ
て
は
、幕
府
が
お
か
れ
、

武
家
の
都
と
し
て
栄
え
た
鎌
倉

市
。
高
齢
化
率
は
27
・
5
％
で

全
国
平
均（
23
・
０
％
）を
上
ま

わ
り
、県
内
の
市
で
は
三
浦
市
、

逗
子
市
に
つ
い
で
３
番
目
の
高

さ
で
あ
る
。
鎌
倉
市
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
が
さ

か
ん
で
、
高
齢
者
は
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

◦
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
（
鎌
倉
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

鎌
倉
市
老
人
ク
ラ
ブ
は
１
９

６
４
年
に
発
足
し
た
組
織
で
、

現
在
の
会
員
は
約
４
０
０
０
名

で
あ
る
。
２
０
０
８
年
に
は
全

国
公
募
に
よ
り
、「
み
ら
い
ふ

る
鎌
倉
」
を
愛
称
と
し
、「
地

域
活
力
」
の
一
翼
を
担
う
組
織

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

会
員
は
、
全
国
各
市
と
の
交

流
や
周
辺
の
市
と
の
垣
根
を
こ

え
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
公
園
な
ど
の
清
掃
や

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
友
愛
活
動
、

登
下
校
時
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
活
動

な
ど
と
い
っ
た
社
会
貢
献
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
活

動
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
０
年

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
優
良

老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
賞
し
た
。

中
学
生
の
教
科
書
に
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の

活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

写
真
で
は
、
浪
江
町
老
連
と
の
交

流
会
や
元
気
袋
に
つ
い
て
の
活
動

の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

↓
（
中
段
）

（
帝
国
書
院
／
ア
ド
バ
ン
ス
中
学
公
民
資
料
・

神
奈
川
県
版
よ
り
抜
粋
）
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私
は
人
様
の
お
役
に
立
ち
た

い
、
愛
さ
れ
た
い
、
褒
め
ら
れ

た
い
、
必
要
と
さ
れ
た
い
、
感

謝
さ
れ
た
い
と
日
頃
思
っ
て
行

動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害

は
増
大
す
る
一
方
で
す
。
関
係

官
庁
、
銀
行
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

が
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
効

果
が
な
い
よ
う
で
す
。

　

自
分
は
マ
ジ
ッ
ク
を
趣
味
と

し
て
い
る
の
で
大
体
は
見
当
が

つ
き
ま
す
が
、
マ
ジ
ッ
ク
は
だ

ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
も
お
客

様
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
だ
ま

し
。
振
り
込
め
詐
欺
は
と
ん
で

も
な
い
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
す
。

　

そ
れ
を
複
数
の
人
間
が
脚
本

を
作
り
、
練
習
を
重
ね
て
演
技

を
す
れ
ば
、
訓
練
を
受
け
て
い

な
い
高
齢
者
な
ど
を
だ
ま
す
の

は
、
朝
飯
前
の
よ
う
に
簡
単
な

の
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
わ
が
ま
ま
の
反
対

語
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
う

で
す
。
素
直
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
癒
さ
れ

ま
す
よ
ね
。
一
点
の

曇
り
も
な
い
純
情
そ

の
ま
ま
で
す
。
我
々

は
「
が
ん
こ
」
そ
の

ま
ま
で
す
。
一
度
こ

う
と
思
い
込
ん
だ
ら

誰
が
な
ん
と
言
お
う

と
絶
対
に
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
。
こ
れ
が
振
り
込

め
詐
欺
の
思
う
つ
ぼ
で
す
。

　

私
は
鎌
倉
市
か
ら
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
を
な
く
す
た
め
に

会
長
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
を

な
く
す
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
、
被
害
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
こ
れ

以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
ま
ま
を
や
め
、
素
直
に
な

れ
ば
振
り
込
め
詐
欺
に
遭
わ
ず

に
済
み
ま
す
。
頭
脳
を
柔
ら
か

く
す
れ
ば
素
直
に
な
り
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
を
年
齢
×
１
万

回
、今
か
ら
唱
え
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
あ
な
た
の
周
り
の
環
境
が

好
転
し
ま
す
。
や
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

私
は
幼
少
の
頃
日
本
舞
踊
を

習
い
、
子
ど
も
の
手
が
離
れ
て

か
ら
舞
踊
団
の
一
員
と
し
て
舞

台
、
テ
レ
ビ
等
で
活
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
る
時
“
体
が
悪

く
て
外
に
出
ら
れ
な
い
主
人
に

も
見
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
”
と

声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

涙
ぐ
ん
だ
奥
様
の
姿
に
、
私
の

趣
味
が
役
に
立
つ
の
な
ら
と
、

笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
集
団
を
作
り
、
老
人
施

設
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
動

し
、
健
康
に
感
謝
し
つ
つ
生
き

が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
鎌
倉
芸
術
館
・
小

ホ
ー
ル
に
て
東
日
本
大
震
災
へ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
で
自
分
が

主
催
す
る
会
が
20
周
年
発
表
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
袋
谷
第
一
亀
甲
会

の
会
長
を
3
年
務
め
、
姉
妹
市

と
の
交
流
会
、
各
部
会
の
活
動

等
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

微
力
な
が
ら
喜
ん
で
参
加
し
ま

し
た
が
、
中
で
も
、
浪
江
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の

方
々
を
招
待
し
て
、
従
兄
弟
た

ち
の
前
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
時
、
亡
父
の
姿
が
浮
か
び
感

無
量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

幅
広
い
活
発
な
活
動
、
心
も

体
も
元
気
で
前
向
き
な
皆
さ
ま

の
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

会
員
で
あ
る
誇
り
と
あ
り
が
た

さ
、
そ
し
て
幸
せ
感
を
味
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

　

定
例
会
は
毎
月
誕
生
者
を
祝

い
、
報
告
や
連
絡
が
あ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

わ
が
会
で
は
、
童
謡
な
ど
約

70
曲
の
歌
詞
冊
子
を
配
り
「
み

ら
い
ふ
る
鎌
倉
」
か
ら
始
め
、

毎
回
5
・
6
曲
唄
い
ま
す
。
歌

の
次
は
頭
の
体
操
と
称
し
て
脳

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

主
な
表
題
・
内
容
を
簡
単
に
列

挙
し
て
み
ま
す
。

　

食
べ
て
い
る
魚
（
魚
偏
）
さ

が
し
。
出
回
っ
て
い
る
野
菜

（
漢
字
で
）。
女
の
一
生（
女
偏
）

み
つ
け
。

　

ア
イ
デ
ア
漢
字
作
り
（
闘
＝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）。
俳
句
・
川

柳
作
り
（
上
・
中
・
下
の
句
に

わ
か
れ
て
）。

　

な
や
み
相
談
（
な
や
み
を
書

き
ユ
ー
モ
ア
な
解
決
文
に
あ
わ

せ
る
）。
な
ど
。

　

絵
書
き
歌
（
歌
い
な
が
ら
）。

字
抜
き
歌
。
替
え
歌
（
言
葉
や

動
物
の
鳴
き
声
）。
動
作
の
歌

（
歌
詞
と
反
対
の
動
作
）。
歌
合

戦（
2
曲
を
交
互
に
1
節
ず
つ
、

異
な
る
曲
を
同
時
に
歌
う
）。

や
さ
し
い
輪
唱
（
2
・
3
部
）。

曲
想
を
変
え
て
（
速
度
・
リ
ズ

ム
・
長
調
曲
を
短
調
で
）。な
ど
。

時
に
は
カ
ラ
オ
ケ
が
入
り
ま

す
。

　

室
内
運
動
と
し
て
。
新
聞
裂

き
競
争
（
新
聞
紙
を
長
短
に
裂

く
）。
ニ
ア
ピ
ン
ゴ
ル
フ
会
。

ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
競

技
（
雨
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

利
用
）。
な
ど
。

　

一
日
の
最
後
は
ラ

ジ
オ
体
操
と
「
今
日
の

日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を

歌
っ
て
終
わ
り
ま
す
。

キ
ー
ボ
ー
ド
で
の
歌

伴
奏
は
全
曲
私
で
す
。

　

他
に
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
は
月
・
水
・
金
曜
。

月
1
回
俳
句
部
会
。
歩

こ
う
会
は
年
間
計
画
の
中
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
5
年
ご
と
の
創
立
45

周
年
と
し
て
、
原
稿
を
持
ち
よ

り
、
70
ペ
ー
ジ
の
記
念
誌
を
有

志
が
手
作
り
で
印
刷
、
製
本
を

し
て
発
行
し
ま
し
た
。

離山ちとせ会　　伊藤　　仁

頭　の　体　操

みらいふる鎌倉の会員と
ボランティア活動

小袋谷第一亀甲会　　赤井　慶子

「だます心、
だまされる心」

長谷甘縄会会長　　石渡　好行 リーダー登場

頭の体操司会
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私
は
農
家
の
三
男
坊
に
生
ま

れ
育
っ
た
。
母
曰
く
、「
長
男

以
外
は
別べ
っ

家け

と
称
し
て
独
立
す

る
ん
だ
よ
！
」
と
尋
常
高
等
小

学
校
5
年
の
時
に
聞
か
さ
れ

た
。「
一
生
勤
め
人
に
な
る
ん

だ
か
ら
、
そ
の
道
を
選
択
す
れ

ば
良
い
！
」
と
諭
さ
れ
、
工
業

学
校
を
卒
業
し
て
自
動
車
会
社

に
就
職
し
た
。

　

就
職
し
た
年
は
、
戦
後
か
ら

4
年
目
（
第
二
次
世
界
大
戦
）

で
あ
り
焼
け
野
原
か
ら
細
々
と

ト
ラ
ッ
ク
の
生
産
が
始
ま
っ

た
。
い
ま
で
は
想
像
も
つ
か
な

い
1
日
10
台
、
月
産
2
0
0
台

足
ら
ず
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
し

て
高
度
成
長
の
波
に
乗
っ
た
企

業
で
も
あ
り
、
日
本
国
内
だ
け

で
は
事
足
り
ず
、
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
と
称
し
て
国
外
に
も

投
資
し
て
合
弁
企
業
を
幾
つ

も
設
立
し
た
。ま
た
、技
術
援

助
も
惜
し
み
な
く
で
き
た
良

き
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　

自
分
で
も
理
解
に
苦
し
む
も

の
だ
っ
た
が
、
昭
和
39
年
4
月

に
駐
在
員
と
し
て
海
外
出
向
を

命
じ
ら
れ
る
辞
令
を
手
に
し

た
。
入
社
15
年
目
で
あ
る
。
先

輩
か
ら
も
海
外
の
話
を
聞
か
さ

れ
、
一
度
は
国
外
で
の
仕
事
が

で
き
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い

た
矢
先
で
は
あ
っ
た
が
、
嬉
し

さ
と
心
細
さ
が
交
錯
す
る
心
境

に
あ
っ
た
。

　

海
外
勤
務
の
話
を
家
族
に
し

た
と
こ
ろ
、
一
番
気
落
ち
し
て

い
た
の
は
父
で
あ
っ
た
。
長
男

が
23
歳
で
昭
和
19
年
に
、
次
男

が
21
歳
で
い
ず
れ
も
飛
行
兵
で

戦
死
し
て
い
た
か
ら
。
農
業
で

生
計
を
立
て
て
い
た
私
の
家
は

“
男
の
手
”
が
欲
し
か
っ
た
に

違
い
な
い
の
だ
。
当
時
の
農
業

は
全
て
人
の
力
に
頼
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
両
親
に
し
て
み

れ
ば
戦
争
の
傷
跡
は
、
人
に
は

言
え
な
い
深
い
も
の
が
あ
っ
た

と
思
う
の
だ
。
外
国
の
治
安
は

良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
言

え
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
い
つ
、

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
不

安
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

会
社
勤
め
で
の
職
歴
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
定
年
ま
で
43
年

間
勤
め
た
が
、
そ
の
う
ち
16
年

間
が
海
外
勤
務
で
あ
っ
た
。
一

番
長
か
っ
た
の
が
極
東
地
区
の

7
年
間
、
あ
と
は
散
発
的
に
1

～
2
年
周
期
で
海
外
勤
務
を
重

ね
た
。

　

外
国
の
企
業
は
時
間
内
で
の

勤
務
に
徹
し
て
お
り
残
業
は
無

か
っ
た
。
現
地
の
社
員
は
誰
し

も
が
家
庭
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
て

お
り
、
特
に
休
日
は
家
族
団
ら

ん
、
外
で
の
食
事
を
す
る
人
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
旅
行
も
同

様
に
家
族
連
れ
が
目
立
っ
た
。

当
時
、仕
事
・
仕
事
と
言
っ
て
会

社
に
気
遣
っ
て
い
る
の
は
日
本

人
だ
け
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。

　

駐
在
員
の
仕
事
は
与
え
ら
れ

た
業
務
の
他
に
、
日
本
か
ら
散

発
的
に
業
務
応
援
に
来
た
人
達

を
無
事
に
飛
行
機
に
搭
乗
さ
せ

て
帰
国
さ
せ
る
ま
で
が
任
務
で

あ
る
。飛
行
機
が
離
陸
す
る
と
、

ホ
ッ
と
し
て
我
に
返
る
と
同
時

に
む
な
し
さ
だ
け
が
残
っ
た
。

家
族
や
親
戚
知
人
の
顔
が
、
そ

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
山

川
草
木
が
見
え
隠
れ
し
、
そ
し

て
一
抹
の
寂
し
さ
が
ぐ
っ
と
込

み
上
げ
て
く
る
。
…
こ
の
む
な

し
さ
…
今
に
思
え
ば
単
身
赴
任

の
奔は

し
り
で
も
あ
っ
た
。
耐
え
な

け
れ
ば
、
耐
え
て
、
耐
え
て
、

耐
え
忍
ぶ
と
い
う
言
葉
は
現
地

に
も
あ
っ
た
。
空
港
で
は
い
つ

も
“
星
影
の
ワ
ル
ツ
”
を
涙
な

が
ら
に
歌
い
な
が
ら
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

　

日
本
に
帰
っ
た
ら
家
族
揃
っ

て
休
日
に
は
外
食
し
、
ま
た
旅

行
に
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ま

だ
に
妻
子
を
連
れ
て
行
動
を
共

に
し
た
こ
と
は
一
度
も
成
し
得

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
お
父
さ
ん
は　

口
ば
か
り
で

何
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
！
」

と
今
だ
に
言
わ
れ
て
い
る
。

　

平
成
4
年
に
定
年
退
職
し
、

第
二
の
仕
事
（
世
に
言
う
天
下

り
先
）
も
6
年
で
切
り
を
つ
け

平
成
10
年
に
自
営
の
酒
屋
の
商

売
に
専
念
す
る
こ
と
と
し
た
。

店
を
仕
切
っ
て
い
た
妻
が
、
不

治
の
病
に
倒
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
あ
れ
だ
け
元
気
で
健
康
に

恵
ま
れ
、子
育
て
し
、両
親
の
世

話
を
し
な
が
ら
面
倒
を
見
て
、

そ
し
て
酒
屋
の
商
売
と
、
二
足

の
草
鞋
以
上
の
仕
事
を
切
り
盛

り
し
て
く
れ
て
い
た
。
で
も
こ

の
間
、
妻
は
一
言
も
苦
言
を
呈

し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。以
来

13
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
去
っ
た
よ
う
に
思
う
。私
な

り
に
は
過
去
を
反
省
し
、ま
た
、

申
し
訳
な
か
っ
た
と
後
悔
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
何
年
続
く
か

判
ら
な
い
が
妻
の
看
病
に
徹
し

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

少
し
前
の
話
に
な
る
が
、
平

成
22
年
4
月
15
日
金
婚
の
日
を

迎
え
子
供
や
孫
た
ち
が
お
祝
い

を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
席
で
私

が
愚
痴
め
い
た
言
葉
を
口
に
し

た
。「
子
供
た
ち
は
俺
に
馴
染

み
が
な
い
ん
だ
よ
な
ぁ
！
」と
。

妻
曰
く
、「
そ
れ
は
無
理
で
す

よ
！　

子
供
た
ち
が
物
心
が
つ

く
大
切
な
時
期
に
貴
方
は
家
に

居
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
！　

育

ち
盛
り
の
子
供
は
手
紙
や
物
珍

し
い
お
土
産
を
貰
っ
た
だ
け
で

は
痛
み
・
痒
み
ま
で
は
判
ら
な

い
で
し
ょ
う
、
だ
か
ら
子
供
た

ち
だ
っ
て
愛
情
が
湧
い
て
こ
な

い
で
し
ょ
う
よ
!!
」
と
。
一
瞬

胸
を
グ
サ
ッ
と
刺
さ
れ
る
よ
う

な
何
か
を
感
じ
た
と
同
時
に
目

頭
が
ジ
ー
ン
と
熱
く
な
り
、
子

供
達
に
済
ま
な
い
父
親
で
あ
っ

た
な
ぁ
！　

と
堪
え
て
い
た
事

を
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
る
。

　

そ
の
宴
で
、
子
供
た
ち
か
ら

「
贈
り
物
が
あ
る
か
ら
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
す
か
！
」
と
切
り

出
さ
れ
た
。オ
ヤ
ジ
が
元
気
で

店
番
を
し
て
く
れ
れ
ば
家
族
皆

が
助
か
る
の
で
、
50
年
経
っ
た

店
を
建
て
替
え
て（
耐
震
構
造
）

く
れ
る
！
と
言
う
の
だ
っ
た
。

　

人
間
は
働
く
た
め
に
生
ま
れ

て
き
た
の
だ
か
ら
店
番
は
苦
に

は
な
ら
な
い
…
し
か
し
今
後
と

も
店
が
永
続
し
て
い
け
る
も
の

か
ど
う
か
？　

数
年
前
か
ら
自

問
自
答
、ま
さ
に
葛
藤
し
て
い

た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
、一

瞬
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、

素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し

た
。
新あ
ら

規き

普ふ

請し
ん

の
店
舗
に
な
っ

て
2
年
目
に
入
っ
た
が
私
な
り

に
幸
せ
な
日
々
が
続
い
て
い

る
。
妻
は
妻
な
り
に
両
親
か
ら

引
き
継
い
だ
店
が
新
し
く
な
っ

て「
ホ
ッ
」と
し
て
い
る
様
子
で

あ
る
。
店
構
え
に
つ
い
て
は
、

妻
に
対
す
る
今
ま
で
の
苦
労
に

報
い
る
た
め
に
も
萬
屋
酒
店
の

「
暖
簾
」だ
け
は
残
し
て
あ
げ
た

い
と
夜
間
照
明
付
き
の
看
板
を

取
り
付
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
月

2
回
の
病
院
送
迎
と
2
泊
の
リ

ハ
ビ
リ（
温
泉
病
院
）送
迎
、そ

し
て
5
泊
を
上
限
に
車
椅
子
を

押
し
て
の
海
外
旅
行
の
添
乗
で

あ
る
。妻
は
旅
行
か
ら
帰
っ
た

直
後
は
疲
れ
た
様
子
だ
が
、楽

し
か
っ
た
話
も
時
折
で
て
く
る
。

そ
し
て
次
の
旅
行
計
画
を
あ
れ

こ
れ
と
練
り
始
め
て
い
る
こ
と

が
判
る
話
も
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
先
、何
年
続
く
か
判
ら
な

い
が
、私
の
生
き
甲
斐
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
旅
行
で
も
あ
る
。

　

衣
食
足
り
て
…
と
よ
く
言
わ

れ
る
が
、
今
は
何
一
つ
不
足

は
無
い
と
思
っ
て
い
る
。
た

だ
、
病
弱
の
身
で
食
事
を
作

り
、
不
慣
れ
な
私
の
店
番
に
対

し
て
も
、
心
配
し
て
い
ろ
い
ろ

と
気
遣
っ
て
く
れ
る
妻
に
た
だ

た
だ
感
謝
す
る
の
み
。
い
つ
の

間
に
か
私
の
『
座
右
の
銘
』
は

『
偕か

い
ろ
う
ど
う
け
つ

老
同
穴
』
の
4
文
字
に
絞

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
『
夫
婦
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
、

共
に
老
い
、
天
寿
を
全
う
し
て

同
じ
墓
に
葬
っ
て
も
ら
え
る
』

な
ら
ば
こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と

は
あ
る
ま
い
。妻
曰
く
、「
人
生

は
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
！　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
よ
り
も

嫁
い
で
来
た
他
人
様
の
家
で
過

ご
し
た
年
月
の
ほ
う
が
長
い
の

だ
か
ら
！
」。
茜
色
の
眩
い
夕

日
が
差
し
込
む
店
の
中
に
座
し

て
、幾
年
月（
50
年
）苦
楽
を
共

に
し
て
き
た
想
い
出
を
噛
み
し

め
て
い
る
か
の
よ
う
な
妻
の
横

顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

投稿　あなたの座右の銘
　
『
水
流
任
急
境
常
静
』。こ
れ

は
中
国
の
有
名
な
古
典
の
一
つ

で
あ
る『
菜
根
譚
』の
後
集
62
項

に
記
さ
れ
て
い
る
名
言
で
あ
る
。

　『
急
な
水
流
も
そ
の
流
れ
に

任
せ
て
い
れ
ば
、
そ
の
境
は
常

に
静
か
で
あ
る
』

　

と
い
う
教
え
で
あ
る
。

　

私
の
父
が
、
昭
和
34
年
に
肺

が
ん
で
癌
研
に
入
院
し
た
と
き

に
、
渋
沢
敬
三
先
生
か
ら
、
お

見
舞
い
と
と
も
に
戴
い
た
色
紙

に
記
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
あ

る
。
父
は
、
詳
し
い
こ
と
は
語

ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
戦
後
の

最
初
の
大
蔵
大
臣
を
さ
れ
た
澁

澤
敬
三
先
生
（
明
治
の
元
勲
澁

澤
栄
一
先
生
の
孫
）
が
主
宰
さ

れ
て
お
ら
れ
た
『
日
本
常
民
文

化
研
究
所
』
の
資
料
集
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

　

最
近
発
刊
さ
れ
た
文
藝
春
秋

季
刊
春
号
『
家
族
を
守
る
』
の

な
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
渋

沢
家
百
年
の
オ
ヤ
ジ
の
背
中
」

の
文
章
の
な
か
に
、
敬
三
さ
ん

の
ご
長
男
渋
沢
雅
英
さ
ん
が
、

自
ら
が
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、

あ
の
有
名
な
考
古
学
者
の
宮
本

常
一
を
支
援
し
、
育
て
ら
れ
た

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
お
手
伝
い
を
し
た
ご
縁

か
ら
か
、私
の
父
は
、そ
の
癌
研

入
院
か
ら
肺
が
ん
で
死
ぬ
ま
で

の
半
年
間
、
先
生
か
ら
身
に
余

る
多
く
の
ご
厚
情
を
受
け
た
こ

と
は
、
家
族
一
同
深
く
感
謝
し

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
・
小
生
の
金
婚
式

の
と
き
家
族
一
同
で
、
渋
沢
家

の
秘
書
で
あ
ら
れ
た
、
杉
本
行

雄
さ
ん
が
報
恩
の
た
め
、
東
京

の
渋
沢
家
を
そ
の
ま
ま
青
森
に

移
設
す
る
な
ど
し
て
つ
く
ら
れ

て
い
る
青
森
古
牧
温
泉
渋
沢
公

園
を
訪
ね
宿
泊
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
ホ
テ
ル
12
階
の

『
延
喜
の
間
』
の
床
の
間
に
、

そ
れ
と
全
く
同
じ
言
葉
の
『
水

流
の
額
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た

の
を
見
た
と
き
、
全
員
絶
句
し

感
動
し
た
。

笛田東芝珀桜会
原田　　光

寺
分
楓
会
　
　
中
田
　
利
雄
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台
柏
寿
会　
　

新
倉
キ
ヨ
子

元
旦
の
復
興
め
ざ
す
日
の
出
か
な

健
康
で
前
進
は
こ
び
福
を
呼
び

我
が
友
と
絆
で
結
び
幸
福
を

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　
　

山
下
カ
ヨ
子

危
う
げ
に
米
壽
を
生
き
し
初
詣

屋
形
船
目
線
を
変
え
て
桜
賞
で

岩
瀬　
　

荒
木　

隆
一

佳
き
人
の
い
ま
コ
ン
ビ
ニ
の
お
で
ん
か
な

初
春
や
鶴
は
お
ら
ね
ど
竹
と
ん
ぼ

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

阿
部　

弥
生

春
寒
し
荒
野
に
火
力
発
電
所

日
の
出
待
つ
四
月
の
大
地
凍
て
つ
い
て

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

加
野　
　

遙

土
筆
摘
む
度
に
見
せ
合
い
幼
な
ど
ち

園
児
等
の
手
に
手
に
小
さ
き
鯉
の
ぼ
り

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

下
條　

怡
生

白
南
風
や
雄
叫
び
の
ご
と
応
援
歌

初
燕
αア
ル
フ
ァ
オ
メ
ガ
Ω
曲
飛
行

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

佐
々
木
和
子

外
は
雪
鈴
ふ
る
巫
女
の
緋
の
袴

背
そ
り
て
オ
ペ
ラ
き
く
春
た
の
し
か
り

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

敦
賀　

笑
子

春
め
け
り
庭
木
に
声
を
か
け
て
み
る

菜
の
花
や
嫁
の
夕
餉
の
う
ま
く
な
り

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

本
間　

克
子

去
年
今
年
大
震
災
の
影
続
く

寒
の
入
り
水
仙
匂
う
庭
の
す
み

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

松
原　
　

薫

職
人
の
祖
父
六
尺
の
注
連
飾

そ
れ
ぞ
れ
が
天
に
伸
び
ゆ
く
土
筆
坊

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

棟
渡
登
志
子

砂
出
し
の
暗
き
蛤
独
り
言

春
彼
岸
故
山
は
佛
の
み
お
わ
す

七
里
ヶ
浜
句
会　
　

米
澤
せ
つ
子

白
砂
の
衣
は
脱
が
ず
春
の
富
士

船
宿
の
ざ
わ
め
き
早
く
水
温
む

俳　

句

会
員
文
芸 　「

私
の
大
正
・
昭
和
史
（
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
）」（
や
ま
も

も
66
号
）
を
読
ま
れ
た
明
治
大

学
内
藤
朝
雄
教
授
（
心
理
社
会

学
）
か
ら
事
務
局
へ
の
お
申
し

出
に
よ
り
、
昨
年
11
月
に
社
協

会
議
室
に
学
生
10
人
を
引
率
さ

れ
、
指
名
さ
れ
た
郷
原
重
雄
、

原
田
光
が
面
会
し
ご
質
問
に
お

答
え
し
た
。
そ
の
時
出
席
さ
れ

た
学
生
の
平
塚
大
智
さ
ん
、
宮

川
絢
一
朗
さ
ん
か
ら
、
長
文
の

感
想
文
（
約
7
7
0
0
字
）
を

い
た
だ
い
た
。紙
面
の
都
合
上
、

そ
の
大
要
を
次
に
ま
と
め
た
。

明大生への反響

　

お
二
人
は
戦
中
・
戦
後
の

生
々
し
い
体
験
か
ら
、
心
に

響
く
、
私
た
ち
若
者
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。
戦
地
に
ま
で
赴
か
れ
た
方

か
ら
の
お
話
を
聞
く
の
は
初
め

て
で
、
特
に
終
戦
の
焼
け
野
原

か
ら
の
あ
の
日
本
の
復
興
が
、

戦
争
を
体
験
さ
れ
た
人
々
た
ち

の
、
よ
り
豊
か
な
社
会
を
目
指

す
強
い
思
い
か
ら
な
さ
れ
た
こ

と
を
は
じ
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

　

私
の
祖
父
が
子
供
の
頃
に
体

験
し
た
悲
惨
な
東
京
大
空
襲
の

様
子
を
、
私
に
話
し
て
く
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

九
死
に
一
生
を
得
た
お
二
人

の
お
話
は
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で

あ
り
、
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で

し
た
。
戦
地
・
内
地
を
問
わ
ず
、

国
民
全
員
が
苦
し
い
思
い
を
し

た
こ
と
。
終
戦
後
、
食
糧
を
は

じ
め
何
も
無
い
貧
し
い
生
活
の

中
か
ら
、
戦
後
の
経
済
復
興
を

担
っ
た
人
々
の
熱
い
心
情
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
た
年
が
1
～
2
年

早
い
か
遅
い
か
だ
け
の
違
い

で
、
徴
兵
や
特
攻
に
参
加
し
戦

死
す
る
な
ど
、
一
生
の
運
命
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
で
し

た
。

　

現
代
の
若
い
我
々
に
も
、
同

じ
よ
う
に
、
次
の
時
代
の
人
た

ち
の
た
め
に
、
何
が
で
き
る
か

な
ど
と
考
え
て
お
く
こ
と
も
大

切
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
後
世

の
た
め
に
何
を
残
そ
う
か
の
発

想
で
、
将
来
の
進
み
方
を
考

え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
社
会
に
出
て
行
く
に

あ
た
っ
て
の
こ
と
を
心
に
と
ど

め
て
お
き
た
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た

だ
き
、
有
難
く
、
こ
の
体
験
で

学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
深
め
、
社

会
に
還
元
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
明
治
大
学教

授
／
内
藤
　
朝
雄

学
生
／
平
塚
　
大
智

　
　
　
宮
川
絢
一
朗
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昭
和
38
年
12
月
「
秋
刀
魚
の
味
」（
37
）

を
遺
作
と
し
て
小
津
監
督
は
、
悪
性
腫
瘍

の
た
め
自
ら
の
還
暦
の
日
に
亡
く
な
る
。

ま
た
、
17
年
間
に
59
本
に
出
演
し
た
主
力

俳
優
の
佐
田
啓
二
が
小
津
を
追
う
よ
う

に
、
翌
年
８
月
不
慮
の
交
通
事
故
死
。
5

年
前
の
高
橋
貞
二
の
同
種
の
死
と
合
わ
せ

て
、
松
竹
の
中
心
の
監
督
俳
優
の
喪
失
は

大
き
な
痛
手
だ
っ
た
。

　

38
年
は
54
本
と
最
多
の
製
作
本
数
だ

が
、
空
振
り
大
作
も
目
立
ち
、
年
収
30
億

を
割
り
込
み
大
手
5
社
の
最
下
位
と
な
っ

た
。
こ
の
危
機
突
破
の
た
め
定
年
引
き
下

げ
、ボ
ー
リ
ン
グ
場
を
各
地
に
建
設
す
る
。

こ
の
前
後
、
木
下
監
督
は
「
永
遠
の
人
」

（
36
）
か
ら
「
香
華
」（
39
）
ま
で
5
本
。

大
庭
秀
雄
は
「
雪
国
」（
40
）、
中
村
登
は

「
紀
ノ
川
」（
41
）、
新
戦
力
と
な
っ
て
い

た
小
林
正
樹
は
「
切
腹
」（
37
）
で
38
年

度
カ
ン
ヌ
審
査
員
賞
第
1
位
に
輝
き
、
野

村
芳
太
郎
も
「
拝
啓
天
皇
陛
下
様
」（
38
）、

「
五
瓣
の
椿
」（
39
）
な
ど
が
め
ぼ
し
い
作

品
だ
っ
た
。
山
田
洋
次
は
ハ
ナ
肇
を
主
人

公
に
新
し
い
喜
劇
の
ジ
ャ
ン
ル
を
目
指
し

て
、「
馬
鹿
シ
リ
ー
ズ
」
で
着
々
と
実
績

を
積
み
上
げ
て
い
た
。

　

木
下
は
「
香
華
」
の
ヒ
ッ
ト
を
是
と
し

て
、「
戦
場
の
固
き
約
束
」に
取
り
掛
か
り
、

北
海
道
の
ロ
ケ
ハ
ン
に
赴
く
。
こ
の
作
品

は
、
中
国
を
舞
台
と
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
製
作
費
が
嵩
む
も
の
で
、
会
社
側
は

製
作
ス
ト
ッ
プ
を
出
す
。
彼
は
撮
り
た
い

も
の
が
撮
れ
な
い
な
ら
居
て
も
仕
方
が
な

い
と
、
31
年
在
籍
し
た
大
船
か
ら
山
田
太

一
以
下
ス
タ
ッ
フ
も
連
れ
て
、
テ
レ
ビ
界

に
活
躍
の
場
を
求
め
た
。T
B
S
で
は「
木

下
恵
介
劇
場
・
木
下
恵
介
ア
ワ
ー
」
と
彼

自
身
企
画
・
脚
本
・
演
出
と
関
与
し
、
茶

の
間
に
し
っ
か
り
と
食
い
込
み
人
気
番
組

と
な
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
松
竹
で
活
躍
し
た
女
優
陣
を

み
る
と
、
両
親
が
新
劇
人
の
岩
下
志
麻

（
35
入
）
は
、「
笛
吹
川
」、「
五
瓣
の
椿
」、

「
紀
ノ
川
」、「
秋
刀
魚
の
味
」
と
作
品
に

恵
ま
れ
、
東
宝
か
ら
転
籍
（
32
）
し
た
岡

田
時
彦
の
遺
児
、
岡
田
茉
莉
子
は
小
津
作

品
に
２
本
出
演
、
こ
の
２
本
の
間
に
「
秋

津
温
泉
」（
37
）を
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

吉
田
喜
重
を
監
督
に
指
名
。
完
成
後
結
婚

し
た
。
ま
た
、
単
行
本
「
女
優 

岡
田
茉

莉
子
」（
2
0
0
9
）
で
自
ら
の
映
画
人

生
を
回
顧
す
る
才
女
ぶ
り
で
あ
る
。
S
・

K
・
D
か
ら
入
っ
た
倍
賞
千
恵
子
（
36
入
）

は
、
山
田
の
「
下
町
の
太
陽
」
以
来
「
家

族
」
な
ど
山
田
の
主
要
作
品
に
は
欠
か
せ

ず
、「
男
は
…
」
で
さ
く
ら
役
を
27
年
務

め
た
。
ま
た
、
大
映
倒
産
で
入
社
し
た
松

坂
慶
子
は
、「
蒲
田
行
進
曲
」、「
死
の
棘
」

で
主
演
女
優
賞
も
得
て
、
い
つ
し
か
松
竹

の
ト
ッ
プ
女
優
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大

島
、
篠
田
、
吉
田
ら
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
3

監
督
は
、
松
竹
を
退
社
し
、
中
心
的
女
優

ら
と
結
婚
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
プ
ロ
を
運
営

し
、松
竹
の
銀
幕
を
飾
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

44
年
春
、
40
歳
の
三
嶋
取
締
役
が
製
作

本
部
長
に
な
り
、
大
船
調
映
画
の
脱
皮
を

目
指
し
徹
底
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

路
線
を
打
ち
出
し
た
。
テ
レ
ビ
で
人
気
の

ド
リ
フ
タ
ー
ズ
、
コ
ン
ト
55
号
、
フ
ラ
ン

キ
ー
堺
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
起
用
す
る
。
こ

う
し
て
松
竹
の
監
督
や
俳
優
な
ど
の
専
属

契
約
は
形
骸
化
し
、
他
社
と
の
提
携
作
品

が
主
力
と
な
る
。

　

さ
て
、
43
年
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
山
田
シ

ナ
リ
オ
に
よ
る
渥
美
の
寅
で
既
に
「
男
は

つ
ら
い
よ
」
が
26
回
放
映
さ
れ
、
最
終
回

で
寅
が
ハ
ブ
に
咬
ま
れ
て
死
ぬ
と
、
な
ぜ

殺
し
た
と
の
声
が
殺
到
し
た
。
山
田
は
渥

美
の
主
人
公
を
映
画
で
さ
ら
に
深
め
た
い

と
城
戸
に
訴
え
、
や
っ
と
承
認
を
得
た
。

こ
の
決
定
こ
そ
が
松
竹
の
そ
の
後
の
命
運

を
左
右
し
た
の
だ
。こ
う
し
て
出
足
よ
く
、

す
ぐ
に
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
寅
の
毎
度
の

滑
稽
な
失
恋
か
ら
成
長
し
た
満
男
の
恋
愛

指
導
と
局
面
は
変
わ
る
が
、
毎
度
「
と
ら

や
」
で
の
馬
鹿
騒
動
と
い
う
マ
ン
ネ
リ
を

承
知
し
つ
つ
、
丁
寧
に
作
ら
れ
た
流
浪

4

4

と

定
着
4

4

の
人
情
話
に
、
27
年
で
8
千
万
の
観

客
が
映
画
館
に
足
を
運
び
、
松
竹
の
安
定

し
た
ド
ル
箱
映
画
と
な
っ
た
の
だ
。

　

山
田
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
と
並
行
し
て

「
家
族
」（
45
・
㋖

※

1
）、「
故
郷
」（
49
・

㋖
3
）、「
同
胞
」（
50
・
㋖
9
）、「
幸
福

の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」（
52
・
㋖
1
）、「
遙

か
な
る
山
の
呼
び
声
」（
55
・
㋖
5
）
と

秀
作
を
連
打
し
て
、
あ
り
き
た
り
で
な
い

家
族
の
砦
を
描
い
た
。

　
「
男
は
…
」
が
登
場
し
て
か
ら
、
正
月
・

盆
番
組
に
は
「
全
員
集
合
」
シ
リ
ー
ズ
と

の
2
本
立
て
が
定
番
化
。
他
の
喜
劇
路
線

も
好
調
で
、
さ
ら
に
松
本
清
張
の
文
芸
サ

ス
ペ
ン
ス
も
の
が
常
連
と
な
り
、
そ
れ

に
「
必
殺
！
」
シ
リ
ー
ズ
も
加
わ
り
、
49

年
に
は
14
年
ぶ
り
の
念
願
の
復
配
を
果
た

す
。
し
か
し
、
前
年
、
邦
洋
画
配
給
比
が

44
対
56
と
逆
転
し
、
松
竹
も
大
船
撮
影
所

を
合
理
化
で
松
竹
映
像
㈱
と
別
会
社
と

し
、
1
1
6
名
が
自
宅
待
機
に
追
い
込
ま

れ
た
。
52
年
に
は
城
戸
が
急
逝
、
前
年

の
「
大
地
の
子
守
歌
」
を
最
後
に
田
中
絹

代
も
逝
く
。
翌
53
年
に
は
つ
い
に
、
所
内

西
北
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
三
越
が
建

つ
。
こ
の
年
の
製
作
は
9
本
だ
っ
た
が
、

こ
の
後
、
2
桁
の
製
作
に
は
つ
い
に
戻
れ

な
か
っ
た
。
46
年
か
ら
閉
鎖
の
平
成
12
年

（
2
0
0
0
）
ま
で
の
30
年
間
を
総
括
す

る
と
、「
男
は
…
」
が
松
竹
の
代
名
詞
と

も
な
り
、
54
年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
の
17

年
間
93
本
の
う
ち
50
本
が
山
田
一
門
の
手

に
よ
る
作
品
で
、
山
田
洋
次
が
末
期
撮
影

所
の
屋
台
骨
を
支
え
た
。
こ
の
時
期
に
記

録
に
残
る
他
の
作
品
と
し
て
は
、「
み
な

殺
し
の
霊
歌
」、「
旅
の
重
さ
」、「
約
束
」、

「
砂
の
器
」、「
鬼
畜
」、「
事
件
」、「
復
讐

す
る
は
我
に
あ
り
」、「
夜
叉
ヶ
池
」、「
神

様
の
く
れ
た
赤
ん
坊
」、「
蒲
田
行
進
曲
」、

「
天
城
越
え
」、「
時
代
屋
の
女
房
」、「
魚

影
の
群
れ
」、「
鑓
の
権
三
」、「
異
人
た
ち

と
の
夏
」、「
利
休
」（
H
1
）
な
ど
か
。

　

54
年
、
15
年
ぶ
り
に
木
下
監
督
が
松
竹

で
「
衝
動
殺
人 

息
子
よ
」（
㋖
5
）
を
撮

る
が
、
引
退
し
て
い
た
高
峰
秀
子
に
懇
請

し
、
彼
女
に
ふ
さ
わ
し
い
最
後
の
出
演
作

と
な
っ
た
。
翌
年
も
「
父
よ
母
よ
！
」、

さ
ら
に
「
こ
の
子
を
残
し
て
」
で
は
長
崎

の
被
爆
の
凄
惨
さ
を
描
き
、
こ
れ
ら
の
作

品
は
従
来
の
作
風
と
異
な
る
怒
り
を
込
め

た
も
の
で
、
特
に
「
こ
の
子
…
」
は
木
下

最
後
の
堂
々
た
る
反
戦
映
画
だ
っ
た
。

　

こ
の
間
山
田
組
に
よ
る
「
釣
り
バ
カ
日

誌
」
が
63
年
に
始
ま
り
、
8
作
目
の
年
、

渥
美
の
死
で
「
男
は
…
」
が
48
作
で
終
了
。

そ
の
役
を
三
国
・
西
田
コ
ン
ビ
で
息
が
合

い
22
作
と
奮
闘
し
、
撮
影
所
閉
鎖
後
の
平

成
21
年
（
2
0
0
9
）
ま
で
続
い
た
。
山

田
監
督
は
大
船
開
業
50
年
記
念
映
画
「
キ

ネ
マ
の
天
地
」（
61
）の
後
、平
成
2
年「
男

は
…
」
43
作
目
の
前
に
「
息
子
」
を
撮
り
、

14
年
ぶ
り
に
キ
ネ
マ
旬
報
1
位
と
な
る
。

こ
の
作
品
は
現
在
日
本
が
抱
え
て
い
る
家

族
環
境
の
一
面
を
捉
え
、
従
来
の
家
族
映

画
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
社
会
問
題
と
合

流
さ
せ
た
新
た
な
視
点
が
感
じ
ら
れ
、「
学

校
」
へ
と
続
く
秀
作
で
あ
る
。
必
見
！

　

翌
々
年
に
笠
智
衆
の
逝
去
の
年
、
か
ね

て
市
民
ホ
ー
ル
の
新
設
と
い
う
要
望
が
あ

り
、撮
影
所
南
部
地
域
に
市
の「
鎌
倉
芸
術

館
」が
開
館
し
た
。そ
し
て
、創
業
1
0
0

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、2
0
0
億
を
投

入
し
て「
鎌
倉
シ
ネ
マ
ワ
ー
ル
ド
」が
10
月

開
業
す
る
。し
か
し
、こ
の
映
画
村
は
駐
車

場
が
少
な
く
交
通
麻
痺
状
態
が
続
き
、
目

標
の
売
上
げ
に
届
か
ず
、
あ
え
な
く
平
成

10
年
12
月
、3
年
２
ヶ
月
で
閉
館
と
な
る
。

　

こ
の
年
木
下
惠
介
が
亡
く
な
る
。
平
成

5
年
か
ら
「
学
校
」
シ
リ
ー
ズ
を
撮
り
続

け
て
い
た
山
田
は
、
売
却
後
の
翌
12
年

「
十
五
歳 

学
校
Ⅳ
」
が
撮
影
所
最
後
の
作

品
と
な
る
。
4
作
と
も
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入

り
、
閉
所
後
も
2
年
に
1
本
の
ペ
ー
ス
で

時
代
劇
を
3
本
、「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」（
㋖

1
）他
、ま
た
、吉
永
小
百
合
で「
母
べ
え
」、

「
お
と
う
と
」
と
、
松
竹
マ
ー
ク
の
作
品

を
撮
っ
て
い
る
。
昨
年
春
か
ら
着
手
予
定

だ
っ
た
「
東
京
物
語
」
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

と
し
て
の
「
東
京
家
族
」
は
、
東
日
本
大

震
災
を
シ
ナ
リ
オ
に
織
り
込
ん
だ
作
品
と

す
べ
く
、
1
年
延
期
し
現
在
製
作
中
だ
。

　

最
後
に
想
う
に
、
松
竹
の
唱
え
た
城
戸

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
・
シ
ナ
リ
オ

重
視
は
、
他
社
と
一
線
を
画
し
た
も
の
で

松
竹
独
特
の
カ
ラ
ー
を
出
す
、
よ
き
温
床

で
あ
っ
た
。
し
か
し
経
営
面
で
は
全
盛
期

の
大
量
生
産
方
式
と
配
給
シ
ス
テ
ム
に
固

執
し
、
他
社
に
比
べ
改
革
が
手
ぬ
る
か
っ

た
。
そ
れ
は
や
は
り
創
業
者
の
ト
ッ
プ
滞

留
が
続
い
て
い
た
か
ら
で
も
あ
り
、
ま

た
、
せ
っ
か
く
育
て
た
人
材
を
簡
単
に
手

放
し
後
を
追
わ
ず
、大
様
で
あ
り
す
ぎ
た
。

ま
た
、
蒲
田
以
来
の
庶
民
的
家
族
に
焦
点

を
合
わ
せ
る
伝
統
は
、小
津（
起
）―
木
下

（
承
）―
山
田
太
一（
転
―
テ
レ
ビ
界
で
活

躍
）―
山
田
洋
次（
結
）と
つ
な
が
り
、笠
智

衆
の
父
親
、秀
子
の
大
石
先
生
、渥
美
の
寅

さ
ん
と
、
や
さ
し
い
心
は
松
竹
が
訴
え
た

「
こ
こ
ろ
」
と
し
て
確
実
に
生
き
て
い
る
。

　

大
船
撮
影
所
の
人
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
1
4
9
5
本
は
、
建
物
は
消
え
て
も
大

き
な
遺
産
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
特
に
山
内
静
夫
著
『
松
竹
大
船

撮
影
所
覚
え
書
』
に
よ
る
と
こ
ろ
多
く
、

山
内
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

※
㋖
は
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン
の
意
味

（
門
田　

京
蔵
）

キネマの天地
松竹第5回（最終回）

「男はつらいよ」ありき
｜松竹大船最後の屋台骨を支えた山田洋次｜

「男はつらいよ」｜監督山田洋次。
渥美清、光本幸子（昭 44・8）

「故郷」｜監督山田洋次。
倍賞千恵子、井川比佐志（昭47・10）

「天城越え」｜監督三村晴彦。
田中裕子、伊藤洋一（昭 58・1）
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白
扇
会
　
　
寺
島
　
幸
子

長
生
き
の
神
が
敬
遠
夫
逝
く

高
齢
化
高
嶺
の
花
が
長
寿
な
り

白
扇
会
　
　
池
田
　
米
一

ク
ラ
ス
会
頭
の
照
り
を
競
い
あ
い

辿
り
行
く
江
の
島
道
は
長
寿
道

白
扇
会
　
　
村
尾
巳
代
子

い
つ
ま
で
も
隠
居
さ
せ
ぬ
子
供
達

長
生
き
し
百
才
坂
を
越
え
て
や
る

寺
分
　
　
大
谷
　
直
吉

長
生
き
し
孫
の
結
婚
い
ま
迎
え

長
生
き
は
低
空
飛
行
景
色
よ
し

植
木
　
　
加
藤
　
隼
浩

長
生
き
を
願
う
新
年
延
寿
屠
蘇

長
生
き
も
生
き
て
れ
ば
こ
そ
叶
う
も
の

長
谷
甘
縄
会
　
　
原
　
　
俊
子

長
生
き
に
主
婦
の
荷
物
が
背
に
重
い

年
令
を
言
っ
て
は
ば
か
る
高
齢
化

白
扇
会
　
　
佐
久
間
久
實

長
く
生
き
檜
舞
台
と
奈
落
み
る

長
生
き
の
自
分
史
け
わ
し
山
河
あ
り

城
廻
　
　
宇
野
　
笑
子

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
暮
し
方
姉
卒
寿

お
迎
え
が
お
そ
い
と
歎
く
百
一
才

城
廻
　
　
和
田
　
雅
子

長
生
き
の
血
統
だ
け
ど
油
断
せ
ず

目
的
は
長
生
き
だ
け
ど
こ
だ
わ
ら
ず

城
廻
　
　
大
原
　
武
夫

リ
ニ
ア
ま
で
粘
っ
て
乗
っ
て
あ
の
世
行
き

岩
瀬
　
　
荒
木
　
隆
一

長
生
き
も
好
き
で
し
て
い
る
訳
じ
ゃ
な
い

長
生
き
も
い
い
け
ど
失
せ
物
多
く
な
り

二
階
堂
白
寿
会
　
　
辰
己
　
佳
史

長
生
き
も
心
の
化
粧
忘
れ
ず
に

長
生
き
は
定
年
な
し
の
人
生
路

極
楽
寺
橘
会
　
　
中
井
　
全
子

年
老
い
て
友
も
元
気
で
う
れ
し
い
ね

年
明
け
て
湯
船
雛
の
身
を
戻
す

極
楽
寺
橘
会
　
　
山
下
ヨ
シ
枝

長
生
き
は
国
の
政
治
に
支
配
さ
れ

長
生
き
は
親
か
ら
貰
っ
た
玉
手
箱

西
鎌
倉
福
寿
会
　
　
羽
鳥
　
光
男

長
生
き
し
孫
に
も
返
す
親
の
恩

古
希
の
子
が
卒
寿
を
祝
う
長
寿
国

上
町
屋
　
　
前
山
て
る
子

秘
訣
は
ね
マ
イ
ペ
ー
ス
で
す
百
ま
で
も

上
町
屋
　
　
沼
上
　
賢
一

自
信
あ
り
俺
の
長
生
き
夢
の
中

長
生
き
し
過
去
の
美
談
話
し
た
い

西
鎌
倉
　
　
鳩
　
　
三
郎

八
十
路
坂
諸
国
漫
遊
長
寿
の
湯

春
が
来
た
唱
歌
を
歌
う
長
寿
会

笛
田
東
芝
　
　
原
田
ダ
ル
マ

過
ぎ
行
き
し
人
と
時
間
の
大
切
さ

自
分
史
に
共
に
歩
ん
だ
華
を
添
え

白
扇
会
　
　
池
田
　
米
一

何
語
る
金
星
抱
く
上
弦
の
月

紅
花
を
実
一
つ
に
代
え
散
っ
た
木
瓜

白
扇
会
　
　
大
谷
　
直
吉

楽
し
み
は
一
人
の
孫
と
語
る
こ
と

長
谷
甘
縄
会
　
　
原
　
　
俊
子

難
聴
に
う
わ
さ
話
は
良
く
き
こ
え

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
再
出
発
と
脈
を
う
つ

城
廻
　
　
大
原
　
武
夫

ゆ
り
か
ご
の
樽
に
原
酒
を
寝
か
し
つ
け

ひ
い
き
目
が
わ
が
子
見
る
目
を
狂
わ
せ
る

城
廻　
　

角
井　

祐
子

青
春
を
語
る
母
の
背
し
ゃ
ん
と
伸
び

甘
や
か
し
後
で
手
を
焼
く
子
の
躾

岩
瀬
　
　
荒
木
　
隆
一

腹
の
立
つ
ば
か
り
な
り
オ
エ
ラ
イ
さ
ん

神
様
も
札
売
り
歩
く
歳
の
暮
れ

寺
分
　
　
佐
久
間
久
實

湯
た
ん
ぽ
の
温
も
り
恋
し
朝
の
床

長
老
と
お
だ
て
て
役
を
背
負
わ
さ
れ

上
町
屋
　
　
前
山
て
る
子

カ
ラ
ス
の
分
足
し
て
今
年
も
種
を
蒔
く

上
町
屋
　
　
沼
上
　
賢
一

お
年
玉
孫
の
成
長
比
例
す
る

釣
り
人
に
何
が
釣
れ
る
か
聞
く
勇
気

極
楽
寺
橘
会
　
山
下
ヨ
シ
枝

夕
映
え
の
庭
に
お
し
ゃ
れ
な
四
十
雀

夜
も
す
が
ら
昔
に
戻
る
ク
ラ
ス
会

十
二
所
　
　
沖
田
　
俊
昭

お
互
い
に
長
生
き
出
来
た
こ
と
を
誉
め

優
し
さ
で
長
生
き
出
来
た
寿
老
人

西
鎌
倉
福
寿
会
　
　
羽
鳥
　
光
男

高
下
駄
と
弊
衣
破
帽
は
い
ま
ピ
ア
ス

背
負
い
き
れ
ぬ
そ
っ
と
野
に
置
け
理
想
論

酉
鎌
倉
　
　
鳩
　
　
三
郎

酒
飲
ん
で
江
ノ
電
に
乗
る
極
楽
寺

よ
く
効
い
た
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
母
の
顔

笛
田
東
芝
　
　
原
田
ダ
ル
マ

明
日
か
ら
新
た
な
一
歩
靴
が
鳴
る

明
日
の
日
を
楽
し
む
た
め
の
今
日
が
あ
る

　

人
類
の
永
遠
の
望
み
で
あ
る
長
生
き
は
単
な

る
長
生
き
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
健
康
で
幸
せ

な
人
生
を
願
っ
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命
が
毎
年

延
び
て
い
く
中
で
、
何
歳
か
ら
が
長
生
き
か
な

と
、
ふ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
平
均
寿
命
は
現

在
79
歳
だ
っ
た
男
性
が
50
年
後
に
84
歳
に
、
女

性
は
86
歳
が
90
歳
に
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
、
さ
ら
に

人
口
の
4
割
が
高
齢
者
に
な
る
と
い
う
。

　

寄
せ
ら
れ
た
句
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
事
柄
や

内
容
の
違
い
、
人
間
模
様
が
展
開
さ
れ
面
白
い

物
だ
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

光
敬

宿
題
「
長
生
き
」

自
由
吟

講　

評次
回
の
川
柳
募
集

一
、
宿
題
「
喋
る
」

旅
の
宿
お
喋
り
好
き
が
眠
ら
せ
ず　
　
　柳

鬼

お
見
合
い
へ
付
き
添
う
母
が
よ
く
喋
り　寿

一

あ
ん
み
つ
が
き
て
お
喋
り
が
一
時
消
え　澄

子

お
茶
替
え
て
母
の
繰
り
言
聞
い
て
や
り　淑

子

二
、
自
由
吟
（
雑
詠
）

　

毎
日
の
生
活
や
身
の
回
り
の
出
来
事
を

自
由
自
在
に
ユ
ー
モ
ア
の
切
り
口
で
詠
ん

で
く
だ
さ
い
。

三
、
は
が
き
に
各
3
句
以
内
（
住
所
・
氏

名
・
所
属
ク
ラ
ブ
・
年
齢
）
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
発
表
は
69
号
に
記
載
致
し
ま
す
。

※
締
切
＝
24
年
８
月
20
日

送
り
先　

教
養
部
事
務
局

原
田　

光
（
鎌
倉
市
笛
田
４
ー
11
ー
５
）
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◆
未
支
給
年
金
に
つ
い
て

　

年
金
は
２
ヶ
月
分
が
翌
月
に
ま
と

め
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
例
え
ば
昨
年
12
月
と
１
月
分
の

年
金
は
２
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
年
金
受
給
者
が
１
月
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
ご
本
人
が
い
な
く
な

る
の
で
２
月
に
は
支
払
わ
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
12
月
・
１
月
分
の
年
金
を

「
未
支
給
年
金
」
と
呼
び
ま
す
。

　
「
未
支
給
年
金
」
を
遺
族
が
受
け

取
る
に
は
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
際
、

市
民
課
な
ど
か
ら
「
年
金
担
当
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
話
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

《
必
要
な
も
の
》

◦
年
金
証
書
（
無
い
場
合
は
、
そ
の

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

◦
請
求
者
の
預
金
通
帳

◦
印
鑑

以
上
を
用
意
し
保
険
年
金
課
ま
た
は

年
金
事
務
所
の
窓
口
へ
。（
※
）

◦
こ
の
ほ
か
請
求
者
の
住
民
票
、
亡

く
な
ら
れ
た
事
が
確
認
で
き
る
住
民

票
の
除
票
、
戸
籍
謄
本
（
亡
く
な
ら

れ
た
方
と
請
求
者
の
関
係
が
わ
か
る

も
の
）
等
が
必
要
、
ま
た
、
ケ
ー
ス

に
よ
り
生
計
維
持
・
同
一
証
明
書
が

必
要
で
す
が
、
窓
口
で
ご
相
談
の
時

に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。

　

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る
方
も

決
ま
っ
て
お
り
、
配
偶
者
→
子
→
父

母
→
孫
→
祖
父
母
→
兄
弟
姉
妹
の
順

に
請
求
が
で
き
ま
す
。

※
注
意
点

◦
請
求
す
る
遺
族
が
居
住
す
る
市
町

村
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。（
例
・
子
が
横
浜

市
な
ら
横
浜
市
の
事
務
所
に
請
求
を

す
る
）   

　

鎌
倉
市
で
は
協
力
・
連
携
と
し
て
、

遺
族
厚
生
年
金
が
発
生
し
な
い
限
り

全
て
の
未
支
給
年
金
を
預
か
り
、
年

金
事
務
所
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
共

済
年
金
は
、
共
済
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
遺
族
厚
生
年
金
の
請
求
案
内
に
つ

い
て

　

ま
ず
遺
族
厚
生
年
金
と
い
う
の
は

市
役
所
で
は
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
ご
相
談
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
必
要
な
物
を
お
調
べ
し
て
年

金
事
務
所
に
請
求
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
と
ご
案
内
が
で
き
ま
す
。

◦
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が

死
亡
し
、
配
偶
者
な
ど
が
遺
族
年
金

を
請
求
す
る
場
合
は
、
年
金
事
務
所

で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

《
必
要
な
も
の
》

◦
年
金
証
書

◦
戸
籍
謄
本
等

◦
住
民
票
、
住
民
票
の
除
票

◦
請
求
者
の
預
金
通
帳

◦
印
鑑

◦
請
求
者
の
所
得
証
明
書
（
夫
が
亡

く
な
り
妻
が
請
求
す
る
時
、
妻
に
ど

れ
く
ら
い
所
得
が
あ
っ
た
か
を
証
明

す
る
）

◦
死
亡
診
断
書
の
写
し

※
人
に
よ
り
揃
え
る
も
の
が
違
う
場

合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
や
鎌
倉
市
を
管
轄
す

る
藤
沢
年
金
事
務
所
に
確
認
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

藤
沢
年
金
事
務
所

☎
０
４
６
６
ー
５
０
ー
１
１
５
１
㈹

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

《
支
給
例
》

夫
死
亡
、
妻
65
歳
以
上
の
場
合

◦
夫
の
老
齢
厚
生
年
金
の
４
分
の

３
。

◦
た
だ
し
、
妻
に
老
齢
厚
生
年
金
が

あ
る
場
合
は
、
遺
族
厚
生
年
金
と
妻

の
老
齢
厚
生
年
金
の
差
額
を
遺
族
厚

生
年
金
と
し
て
支
給
。

◦
年
齢
や
受
給
状
況
に
よ
り
違
う
の

で
、請
求
時
に
試
算
を
し
て
も
ら
い
、

確
認
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

※
遺
族
年
金
の
件
で
電
話
で
問
い
合

わ
せ
を
す
る
時
に
は
亡
く
な
ら
れ
た

方
と
、
自
分
の
基
礎
年
金
番
号
を
確

認
し
て
問
い
合
わ
せ
を
す
る
と
早
く

て
便
利
で
す
。

◆
そ
の
他
お
伝
え
し
た
い
点

◉
発
行
・
送
付
に
つ
い
て

　

市
町
村
が
発
行
す
る
年
金
関
係
の

書
類
は
な
く
、
日
本
年
金
機
構
が
す

べ
て
発
行
・
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
源
泉
徴
収
票

◦
保
険
料
控
除
証
明
書

◦
ね
ん
き
ん
定
期
便

◦
裁
定
請
求
書
な
ど
の
お
知
ら
せ

◦
額
改
定
、
振
込
通
知
等

※
年
金
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
る
市
県

民
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
具
体
的
な
保
険
料
等

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
そ
の
他

　

別
件
に
な
り
ま
す
が
、
最
近
確
定

申
告
を
さ
れ
る
方
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
年
金
を
も

ら
っ
て
い
る
方
は
源
泉
徴
収
票
を
１

月
の
中
旬
く
ら
い
か
ら
送
ら
れ
て
き

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
市
役
所
で
発
行
し
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
年
金
事
務
所
が
発
行
し
て

い
ま
す
。
な
く
さ
れ
た
方
に
は
再
交

付
も
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
年

金
事
務
所
方
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
今
回
の
内
容
に
関
し
て
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ま
ず
は
、
保

険
年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
…
年
金
担
当

☎
６
１
ー
３
９
６
３

（
聞
き
手
＝
門
田
・
原
田
）

　

鎌
倉
市
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
前
・
年
金
担
当
の
樋
口
課

長
補
佐
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

保
険
年
金
課
に
は
、国
保
給
付
担
当
、国
保
保
険
料
担
当
、医

療
給
付
担
当
、年
金
担
当
の
４
つ
の
部
署
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

う
ち
年
金
担
当
で
は
、
主
に
国
民
年
金
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
年
金
の
中
で
も
、
特
に
未
支
給
年
金
と
遺
族
厚
生
年

金
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

保険年金課に聞きました 未支給年金と遺族厚生年金について

（株） 新中央ツーリスト  横浜営業所

旅のことならおまかせ下さい！
各種団体旅行、家族旅行等 国内旅行から海外旅行まで…
神奈川県知事登録２－７８８号  総合旅行業務取扱管理者 ： 田中俊之

鎌倉市担当 ： 上坂　健〒245－0014
横浜市泉区中田南２－１－３０ （045）805ー1173
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季
節
を
問
わ
ず
、
観
光
客
で

に
ぎ
わ
う
鎌
倉
駅
周
辺
か
ら

少
し
外
れ
る
と
、
意
外
に
静
か

な
場
所
に
ぶ
つ
か
り
ほ
っ
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
が
こ
れ
か
ら
行
こ
う
と

す
る
鎌
倉
市
の
東
南
に
あ
る
。

　

駅
前
よ
り
「
緑
ヶ
丘
入
口
」

行
き
の
バ
ス
に
乗
り
（
歩
い

て
も
15
分
）、
長
勝
寺
バ
ス
停

で
下
車
、
少
し
戻
っ
て
左
に
入

る
と
長
勝
寺
の
山
門
が
あ
り
、

そ
こ
に
入
る
と
高
村
光
雲
作

の
日
蓮
の
巨
大
な
銅
像
に
迎

え
ら
れ
、
背
後
に
立
つ
帝
釈

堂
の
屋
根
の
薄
緑
と
金
色
の

宝
珠
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印

象
的
だ
。

　

鐘
楼
の
横
を
抜
け
る
と
、
裏

山
に
上
る
階
段
が
あ
り
、
左

手
に
日
本
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

デ
ィ
ー
ン
と
も

い
わ
れ
た
日
活
俳

優
、
赤
木
圭
一
郎

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が

あ
る
。
山
の
上
の

材
木
座
霊
園
に
は

記
念
碑
が
あ
り
、

死
後
半
世
紀
を
過
ぎ
た
今
で
も

献
花
が
絶
え
な
い
と
い
う
。

　

霊
園
の
上
か
ら
鎌
倉
の
町
と

海
岸
の
後
方
に
富
士
山
が
く
っ

き
り
と
眺
め
ら
れ
、
見
飽
き
な

い
風
景
で
あ
る
。

　

霊
園
の
背
後
の
坂
を
下
っ
て

紅
ヶ
谷
の
住
宅
地
を
抜
け
10
数

分
で
、バ
ス
道
路
に
出
て
少
し

行
く
と
、光
明
寺
の
入
り
口
、巨

大
な
山
門
が
迎
え
て
く
れ
る
。

こ
こ
は
浄
土
宗
の
関
東
総
本

山
、
広
い
境
内
に
は
色
々
と
見

る
も
の
が
あ
る
が
裏
山
か
ら
の

眺
め
は
素
晴
ら
し
く
、
か
な
が

わ
景
勝
50
選
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
第
一
中
学
校
の
正

門
の
先
の
坂
道
を
下
る
と
、
右

手
に
日
向
延
岡
藩
主
内
藤
家
の

墓
地
が
あ
る
。
巨
大
な
宝
篋
印

塔
を
含
む
墓
塔
群
が
壮
観
で
あ

る
。

　

光
明
寺
前
の
バ
ス
道
路
を
小

坪
方
面
に
向
か
う
と
、
小
坪
海

岸
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
抜
け
た

と
こ
ろ
を
少
し
右
に
行
く
と
山

際
に
手
す
り
の
つ
い
た
小
さ
な

階
段
が
見
え
て
く
る
が
、
こ
こ

が
正
覚
寺
の
入
り
口
で
あ
る
。

　

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
寺
で
あ

る
が
、海
が
と
て
も
近
い
の
で
、

読
経
を
バ
ッ
ク
に
波
の
音
が
聞

こ
え
る
よ
う
な
風
情
が
あ
る
。

境
内
か
ら
は
和
賀
江
嶋
の
石
碑

が
海
の
中
に
見
え
、
素
晴
ら
し

い
眺
望
が
楽
し
め
る
。
階
段
上

は
住
吉
神
社
で
あ
る
。
左
側
の

小
坪
へ
抜
け
る
ト
ン
ネ
ル
が
あ

る
が
現
在
は
通
れ
な
い
。
こ
の

小
丘
陵
は
三
浦
氏
の
住
吉
城
址

で
あ
る
。

　

階
段
を
降
り
、
海
沿
い
の
道

を
右
手
に
進
ん
で
バ
ス
道
路
に

出
る
と
、
飯
島
の
バ
ス
停
が
近

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
赤
井
）

編
集
後
記

▼
10
年
前
（
Ｈ
15
・
1
）「
や
ま
も

も
」
50
号
再
出
発
か
ら
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
が
、今
号
に
て
編
集
長
を
交

代
い
た
し
ま
す
。▼
当
初
か
ら
私
自

身
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
昔
の
鎌
倉

4

4

4

4

を
で
き
る
だ
け
紹
介
し
、
他
の
老
人

ク
ラ
ブ
紙
と
は
一
味
違
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
読
み
が
い
の
あ
る
紙
面
を
目
指

し
ま
し
た
。
趣
味
に
走
り
す
ぎ
る
と

の
批
判
が
あ
る
一
方
、
文
芸
欄
が
楽

し
み
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
対

談
の
お
相
手
、ま
た（
教
養
部
の
今
一

つ
の
事
業
寿
講
座
の
）
講
師
の
選
定

は
大
変
難
儀
な
こ
と
で
、
そ
れ
だ
け

自
分
が
試
さ
れ
る
場
で
も
あ
り
、
知

己
を
得
た
後
は
至
福
の
思
い
が
残
り

ま
し
た
。
▼
さ
て
、
10
年
が
経
過
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
辺
り
で
紙
面
刷

新
と
い
う
方
向
で
検
討
す
る
チ
ャ
ン

ス
か
と
思
い
ま
す
。
原
田
新
編
集
長

に
よ
る
新
し
い
紙
面
の
展
開
を
期
待

し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
総
会
で
の
講

演
「
松
竹
の
残
し
た
も
の
」
の
出
前

講
座
を
ご
希
望
が
あ
れ
ば
お
申
し
出

下
さ
い
。　
　
　
　
（
門
田　

京
蔵
）

原
稿
募
集
｜
投
稿
規
定
｜

◎
自
由
題
と
し
ま
す
。
そ
の
中
に

は
66
号
で
掲
載
し
た
『
私
の
大
正
・

昭
和
史
』
へ
の
投
稿
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

6
0
0
〜
8
0
0
字
程
度
。
写
真
な

ど
は
1
〜
2
枚
ま
で
。

◎
送
り
先
…
鎌
倉
市
役
所
高
齢
者
い

き
い
き
課
内
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
事
務

局
ま
で（
鎌
倉
市
御
成
町
18
ー
10
）

◎
締
切
…
平
成
24
年
8
月
末
日

◎
紙
面
割
り
の
都
合
で
、
原
稿
の
採

用
、
内
容
の
一
部
修
正
等
に
つ
い
て

は
ご
一
任
願
い
ま
す
。
原
稿
等
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

卍

卍

卍

卍

九
品
寺

安国論寺←
至 逗子

長勝寺
長勝寺

鎌倉材木座霊園鎌倉材木座霊園
赤木圭一郎の記念碑

赤木圭一郎のブロンズ像

（見晴らし良し）

材木座

134号134号
光明寺光明寺

光明寺

紅ヶ谷（弁ヶ谷）

かながわ景勝50選

第一中学校
正門

内藤家墓地
小坪トンネル

飯島トンネル

飯島飯島

逗子マリーナ

小
坪
海
岸
ト
ン
ネ
ル

小
坪
海
岸
ト
ン
ネ
ル

和賀江島

豆
腐
川

豆
腐
川

材木座海岸

住吉神社
正覚寺

光明寺大聖閣

日蓮大聖人銅像

赤
木
圭
一
郎
之
碑

大
町
か
ら
材
木
座
・
小
坪
へ

山
越
え
で
海
岸
へ
出
る

長
勝
寺
・
光
明
寺
・
内
藤
家
墓

和
賀
江
島
・
正
覚
寺
（
住
吉
神
社
）

鎌倉散歩

　「やまもも」発行に際しご協賛いただきました
各位に厚く御礼申し上げます。本紙は会員相互の
交流と生きがい向上に、さらに内容の充実に励ん
でまいります。今後も倍旧のご厚誼を賜りますよ
うお願い申し上げます。　　　　みらいふる鎌倉

◆ご協賛各位へ御礼◆


